
 
支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

７２４ 一般検査（観血的手術前）の算定について 

 

《令和７年１１月２８日》 

 

○ 取扱い 

 

観血的手術前の一般検査として、次の検査の算定は、原則として認められる。 

⑴ Ｄ005「３」末梢血液像（自動機械法）、「６」末梢血液像（鏡検法） 

⑵ Ｄ006「４」フィブリノゲン半定量、フィブリノゲン定量 

⑶ Ｄ015「１」Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）定性、Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ） 

⑷ Ｄ200「１」肺気量分画測定、「２」フローボリュームカーブ 

⑸ Ｄ208 心電図検査「１」四肢単極誘導及び胸部誘導を含む最低 12 誘導 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

観血的手術は出血を伴うものであり、手術前に出血や感染症等の発症リス

クを把握する必要がある。 

末梢血液像（自動機械法）は白血球分類および末梢血液細胞の形態学的異常

を、末梢血液像（鏡検法）は赤血球、白血球、血小板の形態変化や異常細胞の

有無を観察する検査である。フィブリノゲンは血液凝固異常を調べる検査で、

出血傾向や血栓形成の指標になる。 

ＣＲＰは急性期蛋白の一つで、細菌感染症、膠原病、心筋梗塞、悪性腫瘍等

の炎症性疾患の診断目的に実施する。肺気量分画測定とフローボリュームは

呼吸器疾患の診断と呼吸機能の評価目的で、心電図検査（四肢単極誘導及び胸

部誘導を含む最低 12 誘導）は、心臓の収縮力や虚血、梗塞の有無等の評価目

的で実施する。 

これらの検査を観血的手術前に実施することは、手術を安全に遂行する上

で臨床的有用性が高いと考えられる。 

以上のことから、観血的手術前の一般検査として上記の検査の算定は、原則

として認められると判断した。 

  


